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　すずらん台地域が行っている健康づく
りのための「はつらつらんらん体操」、支
え合い事業「ライフサポートクラブ」、「サ
ロンきずな」などの取組をWHOの皆さ
んに視察いただ
きました。今回
の視察を励みに、
今後もまちづく
りの活動を推進
します。

地域の取組をＷＨＯが視察

　夏休みに薦生河原で「鮎つかみ・スイカ割
り」イベントを PTAの皆さんの協力により
実施しています。
　幼児から小学生、その家族も含め毎年多く
の人が参加して
います。家族で楽
しいひと時を過
ごせる、毎年恒例
のイベントです。

子どもたちの夏休みのお楽しみ！

　地域を盛り上げようと新事業として美旗古墳
祭りをみはたメイハンランドで開催。古墳を巡
るウォークラリーや福祉施設の協力のもと古墳
型クッキーの販売、バルーン飛ばしなどを行い、
会場は大賑わいで
した。今後もより
楽しい美旗古墳祭
りになるよう継続
して開催していき
ます。

新しい交流イベント「美旗古墳祭り」

　「若人に夢と希望を与えるまちづくり」を
メインテーマに展開してきた「隠街道市」。
地元で生まれた江戸川乱歩にちなみ、街を歩
いて謎解きを行う「黄金仮面からの挑戦状」
を実施。多くの
子どもたちが楽
しみながら街中
を歩き、大いに
盛り上がりを見
せました。

大いに盛り上がった隠街道市

　本地域は若い世代が多く、集合住宅も多い
地域です。そこで、さまざまな世代が交流で
きる場がほしいと「町なかクラブ」をオープ
ンしました。ここでは気軽に立ち寄れる居場
所として、時には
テーマを決めて健
康の話や演芸など
の催しを企画して
います。

世代間交流の場「町なかクラブ」

　錦生地域では健康、仲間づくりを目的に地
域内でウォーキングの実施や、参加者の皆
さんが歩きやすいようコースの整備も行っ
ています。昨年は、松明調進で使われてい
るコースを伊賀
一ノ井松明講の
協力のもと整備。
また、休憩所の
設置にも取り組
んでいます。

松明調進の道を整備

薦原地域づくり委員会

　リニューアルオープンした赤目四十八滝キ
ャンプ場は、地元青年部で作る (一社 )「滝川
YORIAI」が運営し、まちづくり委員会が協
力しています。今後は赤目の自然を生かした
イベントも企画し
ていきます。ぜひ
ご家族や友人、町
内会での宿泊やバ
ーベキューなど、
ご利用ください。

地元住民で運営するキャンプ場

地縁法人 美旗まちづくり協議会

　令和元年５月から‟ひと”にやさしい・
安心な暮らしができるよう「ちょい・すけ」
という支え合い事業を開始しました。高齢に
より困難となった庭木の剪定など、日常生活
の困り事を住民
同士で支援して
います。今後は
会員による送迎
なども取り組む
予定です。

ライフサポート「ちょい・すけ」発足
　小学生のころ「百合小こどもクラブ」な
どで地域の人たちと関わりをもった卒業生
たちが、自分たちもできることを何かやっ
ていきたいと清掃やイベント準備など地域
活動に積極的に
参加してくれて
います。新たな
地域の担い手と
して彼らを支援
します。

地域の新たな担い手となる中高生たち

ゆめをカタチに

名張地区まちづくり協議会地縁法人 錦生自治協議会

川西・梅が丘地域づくり委員会

中央ゆめづくり協議会 

すずらん台町づくり協議会一般社団法人 青蓮寺・百合が丘地域づくり協議会

赤目まちづくり委員会

　国津地域にある豊かな自然を生かした体
験工房「はぐくみ工房あららぎ」。この施設
で地域の人が講師になって、みそやコンニ
ャク作り、地元木材で木工体験などの催し
をしています。
多くの皆さんに
利用していただ
けるよう、今後
も企画運営して
いきます。

「はぐくみ工房あららぎ」で体験を

　よりよい地域にするために小中学校の生徒
たちが自分の地域について考える「つつじっ
子会議」を設立。約 30 人のメンバーが活動
しています。「地域のキャラクターを作ろう！」
「子どもが楽しめ
るイベントを！」
などの提案から
地 域 と 連 携 し
た取り組みが広
がっています。

「つつじっ子会議」がまちづくり提案
つつじが丘・春日丘自治協議会

国津地区地域づくり委員会

　伝統行事が少ない地域で何か子どもの正
月行事をしようと、約 15年前に始めたのが
「ハッピーニューイヤー・ききょうフェスタ」
です。今年は、百人一首や中国ゴマ、世界
で遊ばれている
ボードゲームな
ど、普段と違う
遊びが体験で
きたと大好
評でした。

子どもたちと新年を祝う正月イベント
桔梗が丘自治連合協議会 

15地域のまちづくり

交流できる場が
ある

のはうれしいね

遊びが体験で

す
ご
い
ね

盛り上がってるね


